
（1）� 第 527 号�（昭和 43 年 10 月 25 日第三種郵便物認 2010 年（平成 22 年）8月 1日（毎月 1日発行）

今
週
秋
に
予
定
さ
れ
て
い
る

﹁
教
区
評
議
会
﹂
︵
二
年
に
一
回

開
催
︶
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
議

論
し
た
結
果
、
来
年
度
か
ら
中

止
が
決
ま
っ
て
い
る
財
政
正
常

化
献
金
に
代
わ
る
財
源
の
確
保

に
つ
い
て
、
教
区
経
済
問
題
が

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
﹁
教
区

財
政
の
正
常
化
の
方
策
﹂
を
教

区
民
全
員
で
話
し
合
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
ふ
さ
わ
し
い
と
い
う

結
論
に
達
し
た
。
議
論
の
中
で

﹁
教
会
の
中
で
は
お
金
の
こ
と

に
つ
い
て
話
す
こ
と
の
難
し
さ

が
あ
る
た
め
こ
の
話
は
避
け
て

き
た
﹂
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た

が
、
こ
れ
か
ら
の
教
会
の
維
持

や
教
会
の
使
命
で
あ
る
宣
教
司

牧
活
動
を
継
続
さ
せ
る
た
め
に

は
ど
う
し
て
も
避
け
て
通
れ
な

い
問
題
で
あ
る
と
の
見
解
で
一

致
し
た
。

教
区
会
計
部
か
ら
は
、
現

行
の
シ
ス
テ
ム
、
す
な
わ
ち
小

教
区
の
維
持
費
の
20
％
を
教
区

費
、
10
％
を
地
区
費
と
し
て
き

た
が
、
来
年
度
か
ら
全
小
教
区

が
一
律
に
30
％
を
教
区
費
と
し

て
ほ
し
い
と
い
う
提
案
が
な
さ

れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
変
更
に

つ
い
て
は
一
九
七
七
年
施
行
の

﹁
鹿
児
島
教
区
財
政
の
正
常
化

計
画
書
﹂
︵
全
文
は
二
頁
に
掲

載
︶
の
改
定
が
必
要
と
な
る
た

め
、
教
区
評
議
会
で
そ
の
改

定
案
に
つ
い
て
議
論
し
て
欲

し
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

同
上
の
計
画
書
の
中
身
を
周

知
し
て
も
ら
う
必
要
も
あ
る
。

そ
こ
に
は
、
小
教
区
、
地
区
、

教
区
の
各
会
計
が
取
り
扱
う

主
な
科
目
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。な

お
、
司
祭
評
議
会
は
小
教

区
で
の
話
し
合
い
に
必
要
な
書

類
を
添
付
し
た
教
区
評
議
会
開
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催
の
通
知
を
司
教
名
で
九
月
の

第
一
日
曜
日
ま
で
に
発
送
す
る

こ
と
を
決
め
た
。

▼
チ
ョ
ン�

ポ
フ�

チ
ョ
ン
神
学

生
①
ア
ン
ト

ニ
オ
③
神
学

科
五
年
︵
七

年
︶
④
イ
ン

チ
ョ
ン
カ
ト

リ
ッ
ク
大
学
︵
韓
国
︶

▼
ソ
ン�

ジ
ン�

ウ
オ
ク
神
学

生
①
ド
ミ
ン

ゴ
③
神
学
科

五
年
︵
七
年
︶

④
イ
ン
チ
ョ

ン
カ
ト
リ
ッ

ク
大
学
︵
韓
国
︶

▼
パ
ー
ク�

チ
ャ
ン�

キ
ュ
神
学

生

①

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

③

神

学

科

一

年
︵

七

年
︶
④
イ

ン
チ
ョ
ン
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学

︵
韓
国
︶

▼
田
代
竜
之
神
学
生
①
ヨ
ゼ
フ

②

赤

木

名

③

高

三

年

④

長

崎

カ

ト

リ

ッ

ク

神
学
院

▼
大
田 

聖
神
学
生
①
パ
ウ
ロ

②

鴨

池

③

高

一

年

④

長

崎

カ

ト

リ

ッ

ク

神

学
院

信
者
の
皆
様
へ

い
つ
も
神
学
生
た
ち
の
た
め

に
祈
り
と
経
済
的
援
助
︵
神
学

生
養
成
費
︶
を
頂
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
と
今
年
、

個
人
的
に
高
額
な
寄
付
を
頂
き

ま
し
た
。
ま
た
、
結
婚
式
の
謝

礼
の
一
部
を
神
学
生
の
た
め
に

と
寄
付
し
て
下
さ
っ
た
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

︵
教
区
会
計 

中
野
裕
明
︶

共
同
体
、
と
い
う
言
葉
は

教
会
の
中
や
一
般
社
会
の
中

で
よ
く
耳
に
す
る
言
葉
の
一

つ
で
す
。
し
か
し
も
し
こ
の

言
葉
の
真
の
意
味
を
す
べ
て
の
人
が
よ
く

知
り
、
そ
れ
が
実
践
さ
れ
て
い
る
な
ら
、

そ
こ
に
は
平
和
の
み
な
ぎ
る
社
会
︵
人
間

関
係
︶
が
実
現
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

共
同
体
と
は
ギ
リ
シ
ア
語
の
コ
イ

ノ
ニ
ア
の
邦
訳
で
す
が
、
①
交
わ
り
、

②
一
致
、
③
共
有
、
と
い
う
三
つ

の
意
味
を
内
包
し
て
い
る
意
味
深
い

言
葉
で
す
。
教
会
で
は
父
と
子
と
聖

霊
の
交
わ
り
に
入
る
洗
礼
に
よ
っ
て
個
々

の
信
者
は
共
同
体
に
結
ば
れ
ま
す
。
男
女

が
結
婚
に
よ
っ
て
共
同
体
に
な
り
、
そ
の

間
に
生
ま
れ
る
子
供
に
よ
っ
て
共
同
体
は

豊
か
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
交
わ
り
、
一

致
し
、
共
有
す
る
も
の
が
あ
る
か
ら
共
同

体
に
な
る
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
三
つ
の
条

件
が
な
け
れ
ば
、
個
人
か
団
体
と
し
て
留

ま
っ
た
ま
ま
な
の
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
は
個
人
競
技
と
団
体

競
技
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
両
方
と
も
個
人

の
技
を
磨
く
こ
と
が
第
一
条
件
に
な
り
ま

す
が
、
球
技
な
ど
の
団
体
競
技
の
場
合
は

そ
の
チ
ー
ム
の
一
致
団
結
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
今
年
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
の
日
本

チ
ー
ム
の
活
躍
を
見
れ
ば
分
か
り
ま
す
。

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
ま
で
勝
ち
進
ん
だ

チ
ー
ム
の
一
致
団
結
力
を
誰
も
が
称
賛
し

て
い
ま
し
た
。
こ
の
一
致
団
結
力
こ
そ
、

共
同
体
が
持
つ
べ
き
本
来
の
力
な
の
で
す
。

さ
て
、
教
会
に
集
う
共
同
体
と
し
て
の

信
者
さ
ん
は
ど
こ
に
そ
の
力
の
源
を
見
出

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

ミ
サ
の
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
司
祭
は
会

衆
に
向
か
っ
て
言
い
ま
す
。
﹁
主
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
の
恵
み
、
神
の
愛
、
聖
霊
の
交

わ
り
が
み
な
さ
ん
と
共
に
﹂
と
。
ま
た
聖

パ
ウ
ロ
は
そ
の
手
紙
の
冒
頭
で
必
ず
﹁
わ

た
し
た
ち
の
父
で
あ
る
神
と
主
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
か
ら
の
恵
み
と
平
和
が
、
あ
な

た
が
た
に
あ
る
よ
う
に
﹂
と
言
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
ミ
サ
の
後
半
の
方
で
聖
体

を
頂
い
て
、
わ
た
し
た
ち
は
キ
リ

ス
ト
と
一
致
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
が
勝
利
を
目
指
し
て

い
る
の
に
対
し
て
、
信
仰
者
は
平

和
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
平
和
と

は
単
に
戦
争
の
な
い
状
態
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
憎
し
み
、
反
目
、
ね
た
み
、
無
関
心
な
ど
、

人
間
関
係
を
断
ち
切
る
も
の
は
す
べ
て
平

和
に
反
し
ま
す
。
平
和
は
愛
、
正
義
、
自
由
、

平
等
を
す
べ
て
の
人
が
共
有
で
き
る
社
会

の
基
礎
な
の
で
す
。

八
月
は
特
に
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
と

き
で
す
。
︵
Ｈ
・
Ｎ
︶

新風

平
和
の
基
礎
と
し
て
の
共
同
体

八
月
二
十
三
日
︵
月
︶
か

ら
二
十
七
日
︵
金
︶
ま
で
ザ
ビ

エ
ル
教
会
で
竹
山
昭
神
父
の
夏

期
講
座
が
開
か
れ
る
。
今
年
の

テ
ー
マ
は
﹁
原
初
物
語
︵
創
世

記
一
～
十
一
章
︶―

原
初
物
語

に
人
間
を
考
え
る―

﹂。
例
年
通

り
午
前
の
部
は
十
時
か
ら
、
午

後
の
部
は
十
九
時
か
ら
。
受
講

料
は
五
日
間
通
し
で
五
百
円
。

﹁
教
区
財
政
﹂
テ
ー
マ
に
教
区
評
議
会

十
一
月
三
日
に
ザ
ビ
エ
ル
教
会
で
開
催

司
祭
評
議
会
が
七
月
五
日
︵
月
︶
教
区
本
部
で
開
か
れ
、
二

〇
一
〇
年
教
区
評
議
会
を
年
間
行
事
予
定
表
に
あ
る
通
り
十
一

月
三
日
︵
水
︶
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
鹿
児
島
カ
テ
ド

ラ
ル
・
ザ
ビ
エ
ル
教
会
で
開
催
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
テ
ー

マ
は
﹁
教
区
財
政
の
現
状
を
知
り
、
考
え
よ
う
﹂
で
、
困
窮
す

る
教
区
の
財
政
問
題
を
信
徒
皆
で
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

宗像市の福岡黙想の家の「祈りの森」

でその再生が進められている旧ザビエ

ル聖堂に教会のシンボルでもあった塔

が完成し、またあの鮮やかなオレンジ

色の瓦屋根が復活した。待ち望まれて

いる再生はもうそこまで来ている。

（報告／ 6月 3日・土田充義さん）

塔が完成し瓦の塗装終える

旧ザビエル聖堂

ザビエル上陸記念祭

8月15日（日）
第 1部 ザビエルウォークと「平

和の鐘を鳴らそう」

13 時 30 分祇園之洲・ザビエ

ル上陸記念碑前を出発し、ザビ

エル縁の地を巡ってミサとパー

ティー会場のザビエル教会を目

指します。到着後はユネスコの

皆さんと平和の鐘を鳴らします。

第 2部 記念ミサ 

第 3部 パーティー

�����入場料 ��大 人�������

1,000 円 ���

�����������小・中学生 �500 円

［
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
］
①
洗
礼

名 

②
出
身
教
会 

③
学
年
④

在
籍
校 

括
弧
内
の
年
数
は
修

学
期
間

▼
貴
島
丈
弥
神
学
生
①
パ
ウ
ロ

②

名

瀬

③

神
学
科
一
年

④
聖
カ
ル
ロ

ス
大
神
学
校

︵

マ

ニ

ラ
・

フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
︶

▼
久
保
裕
己
神
学
生
①
ヨ
ゼ
フ

②

川

内

③

神

学

科

三

年

④

日

本

カ

ト

リ

ッ

ク

神

学

院

︵
福
岡
︶

▼
園
田
克
也
神
学
生
①
ア
シ

ジ

の

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

②

玉

里

③

神

学

部

一

年
︵
五
年
︶

④

ナ

バ

ラ

大

学
︵

パ

ン
プ
ロ
ー
ナ
・
ス
ペ
イ
ン
︶

私
た
ち
の
希
望

教
区
神
学
生
の
紹
介

会
計
部
か
ら
御
礼

今
年
の
夏
期
講
座
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教
区
は
い
わ
ば
、
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ

た
一
つ
の
家
族
で
あ
る
。
こ
の

家
族
は
神
を
父
と
仰
ぐ
神
の
家

族
で
あ
り
、
司
教
と
司
祭
団
、

そ
れ
に
修
道
者
を
含
む
信
徒
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
教

区
民
は
福
音
と
諸
秘
跡
を
通
し

て
聖
霊
に
お
い
て
生
か
さ
れ
、

司
教
を
は
じ
め
司
祭
団
の
奉
仕

に
よ
っ
て
信
仰
を
深
め
豊
か
に

し
て
い
く
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
教
区
は
法
的
に
、

小
教
区
、
地
区
と
か
ら
な
っ
て

い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
小
教
区
、

地
区
共
同
体
は
一
つ
の
教
区
共

同
体
を
形
成
し
て
い
る
。
信
徒

は
そ
れ
ぞ
れ
の
小
教
区
共
同
体

に
属
し
な
が
ら
も
、
一
つ
の
教

区
共
同
体
の
中
で
互
い
に
交
わ

り
を
深
め
助
け
合
っ
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。

こ
の
一
致
と
交
わ
り
を
財
政

面
で
も
表
す
た
め
、
次
の
通
り

財
政
管
理
及
び
維
持
費
負
担
に

つ
き
統
一
基
準
を
定
め
る
。

Ⅰ
財
務
管
理
シ
ス
テ
ム
の
教

区
内
統
一
基
準

1
・
管
理
者

⒜
小
教
区

主
任
司
祭
を
長
と
し
、
助
任

司
祭
︵
も
し
い
れ
ば
︶
及
び
信

徒
四
名
以
上
に
よ
る
小
教
区
財

務
委
員
会
を
設
置
す
る
。

⒝
地
区

地
区
長
と
顧
問
会
。
但
し
、

信
徒
を
加
え
た
地
区
財
務
委
員

会
を
設
置
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。⒞

教
区

司
教
、
地
区
長
、
教
区
顧

問
会
及
び
信
徒
若
干
名
か
ら
な

る
教
区
財
務
委
員
会
を
設
置
す

る
。

2
・
小
教
区
、
地
区
、
教
区
の

各
会
計
の
取
扱
い
範
囲
を
統

一
す
る

⒜
小
教
区
会
計

小
教
区
の
維
持
運
営
、
小
教

区
レ
ベ
ル
の
諸
活
動
費
及
び
減

価
償
却
費
等
。

な
お
、
家
政
婦
、
カ
テ
キ
ス

タ
、
事
務
員
等
の
人
件
費
を
含

む
。
但
し
、
司
祭
の
生
活
費
は

地
区
会
計
で
賄
う
。

⒝
地
区
会
計

①
地
区
司
祭
団
の
生
活
費

②
自
立
で
き
な
い
小
教
区
の

援
助

③
地
区
レ
ベ
ル
の
活
動
、
事

業
費

⒞
教
区
会
計

①
教
区
本
部
︵
司
教
館
、
本

部
事
務
所
︶
の
維
持
・
運

営
②
司
教
座
聖
堂
の
維
持
・
管

理
③
研
修
の
家
な
ど
教
区
本
部

付
属
施
設
の
維
持
・
管
理

④
教
区
レ
ベ
ル
の
諸
事
業
費

︵
司
祭
養
成
、
各
種
研
修

養
成
事
業
な
ど
︶

⑤
教
区
レ
ベ
ル
の
諸
活
動
費

︵
各
種
委
員
会
の
活
動
、

教
区
行
事
な
ど
︶

⑥
教
区
レ
ベ
ル
の
各
種
団
体

へ
の
援
助

⑦
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議

会
、
ロ
ー
マ
聖
座
等
へ
の

教
区
負
担
金

⑧
そ
の
他
の
必
要
事
項

3
・
会
計
事
務
及
び
報
告
様
式

は
別
紙
収
支
計
算
書
の
通
り

4
・
会
計
年
度
の
統
一
︵
四
月

一
日
～
三
月
三
十
一
日
︶

5
・
各
会
計
の
報
告
先

教
区
会
計
は
、
全
司
祭
、
全

修
道
院
長
及
び
小
教
区
財
務

委
員
会
と
す
る
。

地
区
会
計
は
、
教
区
長
と
地

区
内
の
全
司
祭
及
び
地
区
内
で

の
小
教
区
財
務
委
員
に
報
告
す

る
。小

教
区
会
計
は
、
教
区
長
、

地
区
長
及
び
所
属
信
徒
に
報
告

す
る
。

Ⅱ
信
徒
の
教
会
維
持
費
負
担

と
配
分
基
準
の
統
一

信
徒
は
自
分
の
信
仰
を
経
済

面
に
も
具
体
的
に
表
現
し
、
小

教
区
、
地
区
を
は
じ
め
教
区
の

維
持
運
営
と
諸
活
動
の
た
め
、

下
記
の
基
準
の
も
と
に
教
会
維

持
費
を
負
担
す
る
も
の
と
す

る
。
各
信
徒
は
自
分
の
生
活
事

情
を
考
慮
し
、
こ
の
基
準
を
目

安
に
し
て
、
で
き
る
人
は
そ

れ
以
上
の
、
で
き
な
い
人
は
そ

れ
以
下
の
負
担
額
を
自
分
で
自

由
に
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
さ
ら
に
、
一
定
の
収
入

の
な
い
信
徒
で
あ
っ
て
も
、
で

き
る
範
囲
で
教
会
の
財
政
を
助

け
て
い
く
よ
う
努
め
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。

各
信
徒
は
そ
の
収
入
の
3
％

を
教
会
維
持
費
と
し
て
負
担
す

る
。こ

の
維
持
費
は
下
記
の
基
準

に
よ
っ
て
配
分
さ
れ
る
。

❶
小
教
区
へ 

70
％

❷
地
区
会
計
へ
10
％

❸
教
区
会
計
へ
20
％

但
し
、
1
︶
小
教
区
会
計
と

地
区
会
計
へ
の
配
分
比
率
は
、

地
区
の
特
殊
事
情
に
応
じ
て
変

更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
︶
負
担
金
額
は
毎
会
計
年

度
は
じ
め
に
更
新
す
る
。

Ⅲ
臨
時
に
実
施
さ
れ
る
特
別

献
金
、
積
立
金
等
︵
教
会
、
会

館
等
の
建
設
資
金
︶
は
上
記
基

準
と
は
別
扱
い
に
す
る
。

Ⅳ

以

上

の

正

常

化

計

画

は
、
一
九
七
七
年
七
月
一
日
よ

り
実
施
さ
れ
る
。

以
上
の
修
正
正
常
化
計
画
は

二
〇
〇
〇
年
七
月
十
一
日
よ
り

実
施
さ
れ
る
。

Fr. 松田清四朗

「どうか、望みの神が、信仰からくるあら

ゆる喜びと平安とを、わたしたちに満たし、

聖霊の力によって、わたしたちを望みにあ

ふれさせてくださいますように。」

学生時代から唱えている祈りです。聖書

学の教授が講義の前に私たちと共に唱えた

祈りです。それ以来、和善の聖書でも祈る

ようになりました。

「和善の祈り」ということで唱えだして、

かれこれ 40 年以上になりました。36 年間

の和善参加者のみな様がこの祈りを覚える

だけでもいいなあと思っ

ています。これからも「和

善の聖書」が続く限り唱

えることにしたいと思っ

ています。�

～和善の案内～

■後期和善は、9 月 3 日（金）から始まり

ます！

◆新しい参加者を歓迎します！

▲和善の聖書講座（本部三階にて）

※月 18:30 ※水 10:00（第 2,4）―

WAZEN こころ相談室（第 1,3：要予約）

 ※金 10:00

★和善耕心塾ブロクﾞ

http://mr826.net/wazen/blog（Fr. マツダ）

［和善の窓から］その㉂

祈り・「どうか望みの神が…」

―ロマ15：13―

ご
存
じ
で
し
た
か
？
こ
ん
な
規
定

鹿
児
島
教
区
財
政
の
正
常
化
計
画

︵
一
九
七
七
年
五
月
／
二
〇
〇
〇
年
七
月
一
部
修
正
︶

●フィリピン宣教 100 周年巡礼（四泊五日）
10 月 14 日（木）～ 18 日（月）

同 行：郡山司教・ベルナルディーノ神父

費 用：115,000 円（10 人以上）

※貴島神学生を訪問します

●レオ七右衛門殉教祭巡礼
11 月 14 日（日） 巡礼バス運行 費 用：2,000 円

●屋久島シドッチ祭巡礼（一泊二日）
11 月 22 日（月）～ 23 日（火） 費 用：35,000 円

●屋久島シドッチ祭巡礼（日帰り）
11 月 23 日（火） 費 用：18,000 円

●種子島カタリナ祭巡礼（一泊二日）
11 月 27 日（土）～ 28 日（日） 費用：35,000 円

●奄美大島巡礼（二泊三日）
2011 年 2 月 11 日（金）～ 13 日（日） 巡礼費用：未定

申込みお問い合わせ：教区巡礼委員会

徳永善博委員 ☎ 099-206-7221 携帯 090-3669-0423

秋以降の巡礼計画＝参加者募集＝

教区巡礼委員会
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パ
ソ
コ
ン
も
揃
え
た
。
で

も
、
具
体
的
に
ど
う
や
っ
た

ら
い
い
か
、
分
か
ら
な
い
⋮

①
各
教
会
に
、
ネ
ッ
ト
宣
教

の
管
理
ス
タ
ッ
フ
二
～
三

人
を
決
め
、
サ
イ
ト
の
管

理
・
運
営
に
当
た
る
。
︵
記

事
の
更
新
・
コ
メ
ン
ト
の

管
理
な
ど
︶

②
掲
載
記
事
収
集
の
手
段
と

し
て
、
班
会
・
集
会
・
親

睦
会
な
ど
の
際
に
語
ら
れ

た
話
題
な
ど
を
提
供
し
て

も
ら
い
、
内
容
が
適
し
て

い
れ
ば
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

記
事
と
し
て
掲
載
す
る
。

③
ネ
ッ
ト
宣
教
箱
を
教
会
内

に
設
置
し
、
誰
も
が
い
つ

で
も
自
由
に
記
事
を
投
稿
で

き
る
よ
う
に
す
る
。
︵
無
記

名
で
も
Ｏ
Ｋ
︶

④
過
去
に
出
さ
れ
た
記
念
誌
・

文
集
な
ど
の
記
事
か
ら
、
本

人
ま
た
は
ご
家
族
か
ら
了
解

を
得
た
う
え
で
掲
載
す
る
。

⑤
信
仰
体
験
以
外
に
も
、
主

任
司
祭
の
紹
介
、
教
会
の
特

色
、
お
知
ら
せ
︵
バ
ザ
ー
・

ク
リ
ス
マ
ス
会
・
復
活
祭
の

案
内
︶
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
、
徐
々
に
見
所
の
多
い

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
作
り
上
げ

て
い
く
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
表

現
は
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
可

能
。
そ
の
た
め
の
、
シ
ス
テ
ム

の
利
用
・
活
用
法
な
ど
は
、
そ

の
都
度
必
要
に
応
じ
て
各
小
教

区
の
管
理
ス
タ
ッ
フ
を
招
き
、

ネ
ッ
ト
宣
教
委
員
会
で
説
明
を

行
え
る
よ
う
、
努
力
し
た
い
。

ま
た
吉
野
教
会
の
よ
う
に
独

先
月
八
日
か
ら
十
二
日
に
か
け
て
の
ふ
る
さ
と

の
瀬
留
小
教
区
訪
問
は
印
象
深
い
も
の
だ
っ
た
。

十
一
日
の
ブ
イ
ジ
ュ
祭
は
、
前
後
の
各
教
会
で
の

司
牧
訪
問
と
と
も
に
心
に
残
る
も
の
だ
っ
た
。

そ
ん
な
な
か
で
、
ブ
イ
ジ
ュ
祭
が
村
の
祭
り
と

な
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
。
か
つ
て
来
客
用
に

改
装
し
た
部
屋
で
の
朝
は
信
者
た
ち
が
当
番
制
で

鳴
ら
す
と
い
う
六
時
の
ア
ン
ジ
ェ
ラ
ス
の
鐘
で
目

覚
め
た
。
七
時
を
回
っ
た
頃
集
落
の
放
送
が
始
ま
っ

た
。
い
く
つ
か
の
お
知
ら
せ
の
あ
と
で
﹁
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
い
た
し
ま
す
﹂
に
驚

い
て
聞
き
耳
を
立
て
た
。﹁
ブ
イ
ジ
ュ
神
父
様
の

命
日
に
あ
た
っ
て
の
墓
参
﹂
の
お
知
ら
せ
だ
っ
た
。

九
時
の
墓
前
で
の
祈
り
に
は
、
や
は
り
信
者
以
外

の
人
々
も
高
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
し
か
も
あ
の

階
段
を
物
と
も
せ
ず
参
集
さ
れ
、
神
父
様
が
集
落

の
人
々
の
心
に
今
な
お
﹁
健
在
﹂
で
あ
る
こ
と
を

目
の
当
た
り
に
し
て
心
が
熱
く
な
っ
た
。

当
日
の
午
後
二
時
の
懇
談
会
は
信
者
だ
け
か
と

思
っ
た
ら
信
者
で
な
い
方
も
。
し
か
も
彼
女
の
分

か
ち
合
い
に
感
動
。
毎
朝
の
散
歩
の
途
中
聖
堂
前

を
通
る
際
に
御
聖
櫃
の
﹁
イ
エ
ズ
ス
様
に
手
を
あ

わ
せ
て
﹃
今
日
も
村
の
人
達
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
﹄

と
お
祈
り
を
す
る
の
が
日
課
﹂
な
の
だ
と
い
う
。

主
日
の
ミ
サ
に
は
失
礼
し
て
い
る
が
鐘
楼
係
を

引
き
受
け
て
お
告
げ
の
鐘
を
鳴
ら
し
、
人
知
れ
ず

教
会
の
庭
の
手
入
れ
を
す
る
。
こ
れ
も
教
会
を
愛

す
る
姿
に
違
い
な
い
。
こ
う
し
て
御
聖
体
に
一
歩

ず
つ
近
づ
い
て
い
く
よ
う
で
嬉
し
い
。

と
も
あ
れ
、
一
九
二
二
年
︵
大
正
十
一
年
︶
に

帰
天
さ
れ
た
神
父
様
に
つ
い
て
の
思
い
出
が
か
す

か
に
残
っ
て
い
る
人
や
神
父
様
に
大
事
に
し
て
も

ら
っ
た
思
い
出
を
聞
か
さ
れ
た
人
た
ち
が
ま
だ
健

在
だ
と
い
う
こ
と
を
知
る
に
つ
け
、
神
父
様
が
残

さ
れ
た
﹁
教
会
の
風
土
﹂
を
誇
ら
し
く
感
じ
た
。

神
父
様
の
ふ
る
さ
と
と
の
国
際
交
流
の
話
も
あ

る
と
い
う
。
小
さ
な
村
の
教
会
か
ら
の
大
き
な
発

信
。
ぜ
ひ
実
現
し
て
欲
し
い
。﹁
船
を
焼
い
た
﹂︵
二

度
と
故
国
の
地
を
踏
ま
な
い
た
と
え
︶
ブ
イ
ジ
ュ

神
父
様
を
偲
び
つ
つ
、
一
人

ひ
と
り
も
ま
た
す
べ
て
を
神

様
に
委
ね
き
っ
た
日
々
と
な

る
こ
と
願
い
な
が
ら
捧
げ
た

墓
地
か
ら
教
会
ま
で
の
ロ
ザ

リ
オ
も
心
に
し
み
た
。

司
教
執
務
室
便
り

自
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
設
け
な

く
て
も
教
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内
に
小
教
区
の
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
す
る
こ
と
も
可
能
。
そ
の
よ

う
な
要
望
も
ぜ
ひ
ネ
ッ
ト
宣
教

委
員
会
へ
ご
一
報
頂
き
た
い
。

連
絡
は
教
区
本
部
ま
で
。

ネ
ッ
ト
宣
教
っ
て
何
⋮
？
㈪

具
体
的
に
は
ど
う
す
る
の
？

ブ
イ
ジ
ュ
祭
讃
歌

1
日
︵
日
︶
年
間
第
十
八
主
日

2
日
︵
月
︶
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
祭

3
日
︵
火
︶
ル
ー
シ
ン
神
父
命
日
︵
一
九
九
四
年
︶

6
日
︵
木
︶
主
の
変
容

▼
カ
ト
リ
ッ
ク
平
和
旬
間
始
ま
る
︵
～
15
日
ま
で
︶

7
日
︵
土
︶
小
平
卓
保
神
父
命
日
︵
二
〇
〇
五
年
︶

8
日
︵
日
︶
年
間
第
十
九
主
日

▼
田
原
章
神
父
霊
名
︵
聖
ド
ミ
ニ
コ
︶

10
日
︵
火
︶
聖
ラ
ウ
レ
ン
チ
オ
助
祭
殉
教
者

15
日
︵
日
︶
聖
母
の
被
昇
天

▼
ザ
ビ
エ
ル
上
陸
記
念
祭
・
祇
園
之
洲
及
び
ザ
ビ
エ
ル
教

会
・
13
時
30
分
～

22
日
︵
日
︶
年
間
第
二
十
一
主
日

23
日
︵
月
︶
夏
期
講
座
﹁
原
初
物
語
に
人
間
を
考
え
る
﹂
・
ザ
ビ
エ
ル

教
会
ホ
ー
ル
・
～
27
日
ま
で

24
日
︵
火
︶
聖
バ
ル
ト
ロ
マ
イ
使
徒

28
日
︵
土
︶
橋
口
啓
悟
神
父
霊
名
︵
聖
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
︶

29
日
︵
日
︶
年
間
第
二
十
二
主
日

30
日
︵
月
︶
ペ
ル
リ
ー
ニ
神
父
命
日
︵
二
〇
〇
八
年
︶

8
月 

会

と

催

し

六
月
二
十
二
日
︵
火
︶
か
ら

二
十
四
日
︵
木
︶
ま
で
教
区
本

部
で
﹁
聖
ア
ン
デ
レ
福
音
宣
教

学
校
﹂
が
開
か
れ
、
三
十
七
人

が
﹁
新
し
い
命
﹂
を
テ
ー
マ
に

学
習
し
た
。

こ
の
宣
教
学
校
は
、
一
九
八

〇
年
に
メ
キ
シ
コ
で
始
め
ら
れ

た
も
の
で
、
現
在
で
は
世
界

六
十
か
国
以
上
で
実
施
さ
れ
て

い
る
。
教
区
に
お
け
る
同
学
校

は
、
昨
年
五
月
に
教
区
本
部
で

開
催
さ
れ
て
以
来
二
度
目
。
前

回
は
メ
キ
シ
コ
人
や
ブ
ラ
ジ
ル

人
な
ど
の
講
師
を
招
い
て
の
も

の
だ
っ
た
が
、
今
回
は
前
回
の

受
講
者
た
ち
が
準
備
し
講
師
を

務
め
、
こ
れ
に
司
祭
数
人
が
加

わ
っ
て
の
開
校
と
な
っ
た
。

参
加
者
た
ち
は
、
﹁
神
の
愛
﹂

や
﹁
罪
﹂
な
ど
の
テ
ー
マ
別
に

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
講
師
が
工

夫
を
凝
ら
し
て
準
備
し
て
き
た

講
話
と
情
熱
に
感
動
し
た
様
子

で
、
口
々
に
﹁
勇
気
を
も
ら
っ

た
。
神
の
道
具
と
し
て
働
き
た

い
﹂
と
決
意
を
語
っ
て
い
た
。

先
月
号
で
は
ネ
ッ
ト
宣
教
委
員
の
田
中
和
幸
さ
ん
︵
吉
野
教
会
︶

が
ま
と
め
た
手
引
き
か
ら
﹁
ネ
ッ
ト
宣
教
の
概
要
﹂
を
紹
介
し
た
。

今
月
は
同
手
引
き
か
ら
ど
の
よ
う
に
ネ
ッ
ト
宣
教
に
取
り
組
ん
だ
ら

よ
い
か
を
紹
介
し
た
い
。

俳 

句

吉 

野 

徳
永
ノ
ブ
子

巡
礼
の
著
書
に
楽
し
む
梅
雨
ご
も
り

ミ
サ
主
日
主
に
守
ら
れ
て
朗
読
す

純
心
学
園 

山
頭 

信
子

朝
霧
や
恵
の
丘
は
ア
ン
ゼ
ラ
ス

五
月
雨
や
晩
課
の
響
く
山
の
家

純
心
学
園 

川
上 
 

和

古
里
の
棚
田
の
み
ど
り
半
夏
生

出
水
市 

沖 
 

弘
子

さ
み
だ
れ
の
庭
に
静
ま
り
聖
母
子
像

霧
島
市 

政 

ノ
ブ
子

百
合
活
け
て
祝
す
司
祭
の
霊
名
日

愛
光
園 

春
山
マ
リ
子

命
火
が
今
日
も
照
ら
し
て
夏
明
り

園
に
来
て
五
度
目
の
楽
し
夏
祭
り

短 

歌

鴨 

池 

前
田 

儀
子

噴
水
に
足
ぬ
ら
す
子
ら
も
ず
ん
ぐ
り
の
鳩
ら
も

同
じ
時
を
遊
べ
る

大
笠
利 

稲 
 

牛
憲

三
十
年
ぶ
り
再
任
の
神
父
様
世
代
の
変
り
を
し

み
じ
み
語
る

愛
光
園 

春
山
マ
リ
子

灰
色
の
空
よ
り
落
ち
る
雨
粒
に
木
々
を
も
濡
ら

し
自
然
も
生
き
て

奄
美
市 

林 
 

明
子

涙
さ
え
み
あ
げ
た
月
は
ほ
ほ
え
ん
で
な
つ
か
し

い
歌
ふ
と
想
い
だ
す

純
心
学
園 

川
上 
 

和

ベ
タ
ニ
ア
の
シ
モ
ン
の
家
に
香
り
た
つ
み
足
に

注
ぐ
ナ
ル
ド
の
香
油

詩詩う
た

の
眼

ま
な
こ

鹿
児
島
市 

田
平
新
太
郎

礁い
く
ら
な
み

波
に
生
か
さ
れ
る
思
川
河
口
の

潮
目
ひ
く
夜
は 

心う
ら
か
な悲

し
く
も

桜
島
の
忘
れ
雪
を
い
た
だ
く

北
岳
に 

呼
び
か
け
ら
れ
て

暮
れ
泥
む
棚
田
の
畷
に
舞
う

鬼
火
に
す
が
る
ひ
び
き
の
如
く

引
い
て
は
満
つ
る
潮
と
な
り
て

限
り
な
き
礁
波
に 

抱
か
れ
な
が
ら

見
上
げ
る
マ
リ
ア
山
荘
の
灯
火
に

あ
た
し
が―

あ
た
し
を

さ
だ
め
の
如
く
い
ざ
な
え
ば

天
主
の
笑
顔
が 

う
か
ぶ

文

芸

聖
霊
に
ふ
れ
宣
教
心
を
強
め
る

教
区
本
部
で
第
二
回
宣
教
学
校

▼
古
田
町
教
会
で
堅
信
式

六
月
二
十
日
︵
日
︶
堅
信
式

が
あ
り
九
人
が
受
堅
し
た
。

▼
溝
辺
教
会
堅
信
式

六
月
二
十
七
日
︵
日
︶
堅
信

式
が
あ
り
三
人
が
受
堅
し
た
。

▼
パ
ッ
シ
ョ
ン
の
会

障
害
者
自
立
の
会
﹁
パ
ッ

シ
ョ
ン
の
会
﹂
で
は
、
七
月

十
一
日
︵
日
︶
鴨
池
教
会
で

定
例
集
会
を
開
き
、
個
人
の
自

立
と
家
族
の
自
立
、
ま
た
経
済

的
・
精
神
的
自
立
に
つ
い
て
話

し
合
っ
た
ほ
か
カ
ト
リ
ッ
ク
障

害
者
連
盟
加
入
を
決
め
た
。
ま

た
会
で
は
障
害
の
あ
る
人
、
そ

れ
を
助
け
た
い
人
の
参
加
も
呼

び
か
け
て
い
る
。

9 月からのアルファコース

第 1回：9月 2 日（木）10

時～ 13 時 場所：ザビエ

ル教会ホール ※昼食代

として 500 円以内の献金

申込み・問合せ：柳正子

� 090-4587-2187
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日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

は
、

毎

年

八

月

六

日

か

ら

十
五
日
ま
で
を
平
和
旬
間
と

し
て
い
ま
す
。
一
九
八
一
年

に
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
前

教
皇
が
来
日
し
、
広
島
と
長

崎
で
平
和
の
た
め
の
ア
ピ
ー

ル
を
出
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
、

こ
の
平
和
旬
間
が
始
ま
り
ま

し
た
。
広
島
の
原
爆
記
念
日

か
ら
、
長
崎
の
原
爆
記
念
日

を
挟
ん
で
、
終
戦
記
念
日
ま

で
の
こ
の
十
日
間
は
、
日
本

の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
に
と
っ

て
、
特
に
平
和
に
つ
い
て
学

び
、
平
和
の
た
め
に
祈
り
、

行
動
す
る
期
間
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
教
皇

は
広
島
で
﹁
過
去
を
振
り
返
る

こ
と
は
将
来
に
対
す
る
責
任
を

に
な
う
こ
と
で
す
﹂
と
繰
り
返

し
訴
え
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
は

今
も
私
た
ち
の
心
に
響
い
て
い

ま
す
。
特
に
今
年
は
世
界
も
日

受
け
止
め
、
反
省
し
、
そ
の
歴

史
認
識
を
共
有
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と

が
二
度
と
同
じ
悲
劇
を
繰
り
返

さ
な
い
こ
と
を
誓
う
こ
と
に
な

り
、
将
来
に
対
す
る
責
任
を
担

う
こ
と
に
も
な
る
と
確
信
す
る

も
の
で
す
﹂
と
述
べ
ま
し
た
。

神
の
前
に
勇
気
を
持
っ
て
自

ら
の
過
ち
を
認
め
、
赦
し
を
請

本
も
平
和
を
求
め
る
声
が
う
ね

り
と
な
っ
て
わ
き
起
こ
り
ま
し

た
。
世
界
で
は
核
廃
絶
へ
の
声
、

日
本
国
内
で
は
沖
縄
の
﹁
も
う

基
地
は
要
ら
な
い
﹂
と
い
う
声

で
す
。

昨
年
、
米
国
の
オ
バ
マ
大
統

領
は
プ
ラ
ハ
宣
言
で
核
兵
器
の

な
い
世
界
の
実
現
を
訴
え
ま
し

た
。
日
本
に
対
す
る
直
接
的
謝

罪
で
は
な
い
に
し
ろ
、
人
類
史

上
初
め
て
原
子
爆
弾
を
投
下
し

た
自
国
の
﹁
道
義
的
責
任
﹂
に

触
れ
ま
し
た
。
単
に
核
廃
絶
に

向
か
お
う
と
い
う
理
想
を
述
べ

た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
が
ヨ
ハ

ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
教
皇
の
言
葉

の
よ
う
に
過
去
の
過
ち
に
目
を

向
け
た
と
こ
ろ
か
ら
の
決
意
で

あ
っ
た
こ
と
に
意
味
が
あ
り
ま

す
。去

る
五
月
、
長
崎
教
区
の

高
見
三
明
大
司
教
は
原
爆
に

よ
っ
て
廃
墟
と
な
っ
た
浦
上
の

地
か
ら
拾
わ
れ
た
﹁
被
爆
マ
リ

ア
﹂
を
携
え
、
米
国
市
民
と
国

与
え
ら
れ
た
シ
リ
ー
ズ
を
終

わ
る
。
読
ん
で
お
気
付
き
の
こ

と
と
思
う
が
、
書
か
せ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
は
、
殆
ど
が
私

の
失
敗
に
ま
つ
わ
る
も
の
で
あ

る
。
﹁
ク
ビ
に
な
る
か
、
降
格
﹂

に
つ
な
が
る
内
容
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
う
は
な
ら
ず
、
か

え
っ
て
昇
進
や
表
彰
に
結
果
す

る
こ
と
に
な
る
。
い
ま
だ
に
何

故
か
理
解
で
き
な
い
で
い
る
。

た
だ
、
一
人
の
キ
リ
ス
ト
者
と

し
て
、
﹁
み
こ
と
ば
﹂
に
生
か

さ
れ
た
賜
物
で
あ
る
と
確
信
し

て
い
る
。
私
に
と
っ
て
﹁
救
い
﹂

で
あ
っ
た
。

六
十
年
前
の
ク
リ
ス
マ
ス
、

洗
礼
の
恵
み
を
い
た
だ
い
た

時
、
七
田
和
三
郎
師
が
﹁
一
日

に
聖
書
を
一
頁
読
め
。
そ
れ
が

で
き
な
い
な
ら
一
行
読
め
。
そ

れ
も
駄
目
な
ら
聖
書
を
開
け
。

そ
れ
さ
え
叶
わ
な
け
れ
ば
聖
書

に
手
を
触
れ
て
か
ら
寝
ろ
﹂
と

言
わ
れ
た
。
師
の
教
え
は
、﹁
す

べ
て
を
神
に
﹂
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
と
思
う
。

や
が
て
仕
事
も
忙
し
く
な

り
、
家
庭
を
も
ち
、
転
勤
な
ど

⋮
。
聖
書
を
読
む
時
間
が
あ
る

だ
ろ
う
か
。
帰
宅
す
る
と
疲
れ

て
寝
て
し
ま
う
。
そ
う
い
う

日
々
で
あ
っ
た
。
あ
る
日
、
一

日
に
五
分
間
だ
け
読
ん
で
み
よ

う
と
考
え
た
。
し
か
し
、
た
っ

た
の
五
分
。
何
ほ
ど
の
こ
と
が

あ
る
か
、
と
の
思
い
も
あ
っ
た
。

と
に
か
く
実
行
し
て
み
よ
う
と

決
心
し
、
仕
事
の
合
間
や
休
み

の
時
間
な
ど
に
五
分
間
読
み
は

じ
め
、
印
象
に
残
る
部
分
に
赤

線
を
引
く
こ
と
に
し
た
。
こ
れ

は
、
後
日
パ
ラ
パ
ラ
と
め
く
っ

た
時
、
目
に
付
く
た
め
で
あ
る
。

慣
れ
る
に
従
っ
て
、
た
っ
た
の

五
分
間
に
数
頁
を
読
め
る
よ
う

に
な
り
、
年
間
を
と
お
し
て
か

な
り
の
数
の
本
が
読
め
た
。
ま

た
、
副
産
物
と
し
て
、
集
中
力

が
養
わ
れ
て
い
っ
た
。
会
議
な

ど
に
於
い
て
、
メ
モ
を
と
る
こ

と
な
く
要
点
が
頭
に
入
る
よ
う

に
な
り
、
仕
事
の
上
で
も
大
へ

ん
役
に
た
っ
た
。
さ
ら
に
、
要

点
な
ど
を
チ
ラ
シ
の
裏
な
ど
に

書
き
と
め
貯
め
て
い
っ
た
。
そ

れ
が
数
十
年
た
ち
ダ
ン
ボ
ー

ル
箱
数
箱
に
な
っ
た
。
転
勤
の

た
び
に
﹁
こ
の
ク
ズ
は
捨
て
な

い
の
で
す
か
﹂
と
妻
。
﹁
そ
れ

は
僕
の
宝
物
﹂
と
私
。
定
年
に

な
り
時
間
が
と
れ
る
よ
う
に
な

り
、
そ
れ
を
整
理
し
た
と
こ
ろ
、

数
冊
の
物
に
な
っ
た
。
そ
れ
を

今
で
も
受
洗
講
座
に
使
っ
て
い

る
。神

さ
ま
が
下
さ
っ
た
時
間
。

た
っ
た
の
五
分
間
に
聖
書
の
一

みことば

シリーズ⑭

一
日 

五
分

終
身
助
祭 

桃

薗

淳

一

郎

が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ

に
従
う
必
要
は
な
い
。
た
と

え
そ
れ
が
イ
エ
ス
で
あ
っ
て

も
﹂
こ
れ
は
個
人
的
な
黙

想
中
に
語
り
か
け
ら
れ
た
こ

と
で
す
。
き
っ
と
父
か
ら
の

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
子
供

た
ち
や
貧
し
い
人
た
ち
と
の

出
会
い
を
通
し
て
﹁
イ
エ
ス

の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
離
れ
な
さ

い
、
私
が
新
し
い
イ
エ
ス
を

送
る
﹂
と
聞
き
ま
し
た
。
そ

し
て
﹁
新
し
い
イ
エ
ス
っ
て

何
？
﹂
と
思
い
な
が
ら
待
っ

て
い
ま
し
た
。
目
を
閉
じ

れ
ば
誰
か
を
イ
メ
ー
ジ
で
き

る
。
目
の
前
に
誰
か
が
い
る

と
き
、
記
憶
に
左
右
さ
れ
る

だ
ろ
う
け
ど
、
イ
メ
ー
ジ
で

は
な
い
。
イ
エ
ス
は
イ
メ
ー

ジ
で
は
な
い
、
今
自
分
の
中

に
、
自
分
の
一
番
近
く
で
生

き
て
い
る
。
だ
か
ら
イ
メ
ー

ジ
に
縛
ら
れ
て
い
た
ら
、
人

と
の
出
会
い
を
本
当
に
大

切
に
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

な
の
か
な
。
そ
し
て
、
浴
衣

姿
の
イ
エ
ス
に
出
会
い
ま
し

た
。
そ
し
て
そ
れ
は
聖
霊
が

私
に
な
っ
て
く
れ
て
い
る
ん

だ
と
い
う
こ
と
に
も
気
付
き

ま
し
た
。
自
分
の
中
の
聖
霊

に
耳
を
傾
け
、
自
分
に
し
か

で
き
な
い
道
を
教
え
て
も
ら

う
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
自
分
勝
手
な
考
え
方
で

す
が
、
誰
か
に
倣
う
こ
と
が

苦
手
な
自
分
に
と
っ
て
優
し

さ
と
自
由
に
満
ち
た
言
葉
で

し
た
。

こ
の
一
年
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

多
く
の
恵
み
を
与
え
ら
れ
ま
し

た
。
祈
り
に
よ
っ
て
ど
う
か
こ

れ
か
ら
も
支
え
下
さ
い
。

連
関
係
者
に
核
廃
絶
を
訴
え
ま

し
た
。
恐
ろ
し
い
原
爆
の
証
言

者
と
し
て
の
﹁
被
爆
マ
リ
ア
﹂

は
、
数
知
れ
な
い
原
爆
被
害
者

と
す
べ
て
の
戦
争
被
害
者
の
叫

び
を
、
焼
け
た
だ
れ
た
そ
の
姿

を
も
っ
て
自
ら
の
う
ち
に
表
わ

し
、
世
界
の
人
々
に
平
和
の
大

切
さ
を
訴
え
続
け
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
﹁
将
来
に
対
す
る
責

任
を
担
う
﹂
た
め
に
も
、
こ
う

し
た
被
害
者
た
ち
の
叫
び
に
ま

ず
耳
を
傾
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

日
本
も
自
国
の
こ
と
を
振
り

返
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
年
の
八
月
二
十
二
日
は
日
本

が
韓
国
を
併
合
し
朝
鮮
半
島
を

植
民
地
化
し
た
﹁
韓
国
併
合
﹂

条
約
締
結
百
年
に
あ
た
り
ま

す
。
こ
の
歴
史
の
大
切
な
節
目

に
、
私
た
ち
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

の
責
任
を
含
め
、
日
本
の
植
民

地
政
策
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
か
、
そ
れ
が
人
々
を
ど

う
傷
つ
け
て
し
ま
っ
た
の
か
を

真
摯
に
振
り
返
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
日
本
の
司
教
団
も
﹁
戦

後
六
十
年
平
和
ア
ピ
ー
ル
﹂
で

﹁
わ
た
し
た
ち
は
過
去
の
植
民

地
支
配
や
武
力
に
よ
る
侵
略

と
い
う
歴
史
的
事
実
を
真
摯
に

二
〇
一
〇
年

平
和
旬
間
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議
会 

会
長
談

生
活
し
な
が
ら
学
び
あ
っ
て
い

き
ま
し
た
。
自
分
に
と
っ
て
す

べ
て
の
学
生
に
思
い
入
れ
が
あ

り
、
み
ん
な
の
お
か
げ
で
こ
の

一
年
乗
り
越
え
ら
れ
た
よ
う
な

も
の
な
の
で
、
ぜ
ひ
紹
介
し
た

い
の
で
す
が
語
り
つ
く
せ
な
い

の
で
、
語
り
ま
せ
ん
。

養
成
を
受
け
る
に
あ
た
っ

て
の
私
の
目
標
は
、
キ
リ
ス

ト
と
の
関
係
を
よ
り
深
め
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、

そ
の
た
め
に
自
分
の
こ
と
を

深
く
知
る
、
自
分
自
身
と
の

関
係
を
深
め
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
期
間
中
は
毎
日
が
分

か
ち
合
い
で
、
自
己
表
現
、

言
語
化
と
い
っ
た
も
の
が
苦

手
な
私
に
と
っ
て
、
毎
日
が

緊
張
の
日
々
で
し
た
。
そ
し

て
、
敬
語
表
現
の
乏
し
い
言

語
や
文
化
の
中
で
、
小
さ
な

表
現
に
い
つ
も
い
ら
い
ら
し

て
い
る
と
い
う
と
て
も
心
の

小
さ
な
自
分
と
向
き
合
い
な

が
ら
、
﹁
福
岡
の
神
学
生
に
会

い
て
ぇ
﹂
と
心
の
中
で
つ
ぶ

や
き
な
が
ら
の
忍
耐
の
日
々

で
も
あ
り
ま
し
た
。
自
分
も

年
上
に
対
し
て
相
当
生
意
気

な
態
度
を
と
っ
て
き
た
な
と

い
う
こ
と
は
、
あ
ま
り
反
省

し
ま
せ
ん
で
し
た
。

﹁
た
と
え
ど
ん
な
良
い
模
範

こ
の
一
年
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

青
少
年
司
牧
者
の
基
礎
養
成
を

受
け
て
き
ま
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ

ン
は
日
本
よ
り
貧
し
い
と
い
う

こ
と
や
養
成
の
意
向
に
よ
り
、

行
が
読
め
る
の
だ
。
そ
の
中
に

﹁
宝
﹂
が
一
杯
あ
る
。
私
た
ち

は
、﹁
み
こ
と
ば
﹂
と
﹁
ご
聖
体
﹂

に
養
わ
れ
て
い
る
。
﹁
み
こ
と

ば
﹂
を
食
べ
る
た
め
に
は
﹁
み

こ
と
ば
﹂
を
手
に
入
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

キ
リ
ス
ト
は
﹁
行
っ
て
〇
〇

し
な
さ
い
﹂
﹁
求
め
よ
、
さ
ら

ば
与
え
ら
れ
ん
。
た
た
け
よ
、

さ
ら
ば
開
か
れ
ん
﹂
と
言
わ
れ

る
。
私
た
ち
に
行
動
す
る
こ
と

を
促
し
て
い
る
。
行
動
す
る
時
、

何
か
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
聖

書
は
告
げ
て
る
。
﹁
み
こ
と
ば
﹂

を
生
き
る
時
、
神
さ
ま
の
み

心
が
読
み
と
れ
る
﹁
喜
び
﹂
に

満
た
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
思

う
。神

に
感
謝
。

う
こ
と
は
自
ら
を
卑
下
す
る
こ

と
で
は
な
く
、
か
え
っ
て
キ
リ

ス
ト
が
求
め
る
真
の
人
間
の
姿

に
近
づ
く
こ
と
な
の
で
す
。
こ

の
姿
勢
を
も
っ
て
こ
そ
キ
リ
ス

ト
は
、
﹁
敵
意
と
い
う
隔
て
の

壁
を
取
り
壊
し
﹂
、
真
の
和
解

へ
と
私
た
ち
を
導
い
て
く
れ
る

の
で
す
。

今
年
も
迎
え
る
平
和
旬
間
に

お
い
て
、
今
一
度
、
新
た
な
決

意
の
も
と
に
平
和
を
祈
り
、
平

和
の
た
め
に
行
動
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

二
〇
一
〇
年
平
和
旬
間 
 

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議
会

会
長 

池
長 

潤
大
司
教

福
岡
の
大
神
学
校
の
よ
う
に
何

で
も
あ
る
と
い
う
よ
う
な
環
境

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
毎

日
の
食
事
や
買
出
し
は
週
に
二

日
ほ
ど
当
番
で
担
当
し
、
洗
濯

機
も
な
く
手
洗
い
で
し
な
く
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
﹁I

�
m
i
s
s
�
a
�

w
a
s
h
i
n
g
�
m
a
c
h
i
n
e
!
�

﹂
と
い

つ
も
中
国
か
ら
の
学
生
に
嘆
い

て
い
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の

学
生
は
日
本
よ
り
貧
し
い
国
か

ら
来
て
い
た
の
で
そ
れ
が
当
た

り
前
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
今
回

は
中
国
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
マ
レ
ー

シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
日
本
か
ら
十
二
人
の
学
生

が
集
ま
り
、
男
女
別
々
に
共
同

異
国
で
見
つ
け
た
私
の
キ
リ
ス
ト
像

教
区
大
神
学
生 

貴

島

丈

弥

お知らせ

●ホリスティッ

ク黙想会「免疫

療法と気のなが

れ」� 坂本進神父�

9 月 13 日（ 月 ）

10 時～ 12 時�ザ

ビエル教会 1 Ｆ

ホール�500 円

●みことばと祈

りの集い� 裏辻洋

二神父�9月 20 日

（月）10時～17時・

21日（火）9時～

14時�教区本部会

議室�1日 1500 円�

聖書持参�申込み

� 090-4587-2187

 柳


